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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　媒体に記録を行う記録手段を備える装置本体と、
　外周面の少なくとも一部が、媒体搬送経路を形成する経路形成面として構成され、前記
装置本体の内部に収容されたユニット体と、
　前記媒体搬送経路に設けられ、媒体を搬送する搬送手段と、
を備え、
　前記ユニット体は、
　前記ユニット体の内部に配置された第１の吸音材と、
　前記経路形成面の少なくとも一部領域に設けられた、前記ユニット体の内部の前記第１
の吸音材に連通する複数の開口と、
　前記ユニット体の内部であって、前記第１の吸音材の下方に配置された第２の吸音材と
、
を備え、
　前記搬送手段の少なくとも一つは、前記装置本体側に設けられる本体側搬送ローラーと
、前記ユニット体に設けられるユニット側搬送ローラーと、を備えて構成され、
　前記第２の吸音材は、前記ユニット側搬送ローラーの回転軸に沿って延設されるととも
に、鉛直方向において前記回転軸とオーバーラップしている、
ことを特徴とする記録装置。
【請求項２】
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　請求項１に記載の記録装置において、前記開口が、前記第１の吸音材によって前記ユニ
ット体の内側から塞がれている、
ことを特徴とする記録装置。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の記録装置において、
　前記経路形成面は、媒体をセットするセット部から前記記録手段による記録領域に向け
て媒体を給送する給送経路を形成する第１経路形成面と、
　前記記録手段により記録の行われた媒体を反転させる際に媒体を前記記録領域からスイ
ッチバックさせて前記給送経路に合流させる経路であるスイッチバック経路を形成し、前
記ユニット体において前記第１経路形成面とは反対側の面に配置された第２経路形成面と
、を含み、
　前記第１の吸音材は前記第１経路形成面と前記第２経路形成面との間の位置に配置され
、
　前記開口は、少なくとも前記第１経路形成面に設けられている、
ことを特徴とする記録装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の記録装置において、前記装置本体は、前記給送経路において前記第１
経路形成面が形成する経路領域に媒体を挿入可能な前記セット部とは異なる挿入部を備え
、
　前記開口は、前記第１経路形成面において前記挿入部に近い位置に少なくとも設けられ
ている、
ことを特徴とする記録装置。
【請求項５】
　請求項３または請求項４に記載の記録装置において、前記第２経路形成面の裏側に、前
記第２の吸音材が配置されている、
ことを特徴とする記録装置。
【請求項６】
　請求項３から請求項５のいずれか一項に記載の記録装置において、前記開口は、前記第
１経路形成面と、前記第２経路形成面と、の双方に設けられている、
ことを特徴とする記録装置。
【請求項７】
　請求項１から請求項６のいずれか一項に記載の記録装置において、
　前記ユニット体は、内部に前記回転軸を受ける軸受部を有し、
　前記開口は、前記回転軸の延在方向において前記軸受部に対応する位置から外れた位置
に設けられている、
ことを特徴とする記録装置。
【請求項８】
　請求項１から請求項７のいずれか一項に記載の記録装置において、
　前記第１の吸音材は、媒体搬送方向において前記回転軸とオーバーラップしている、
ことを特徴とする記録装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、搬送される媒体に記録を行う記録装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
インクジェットプリンターに代表される記録装置には、媒体としての記録用紙を搬送する
搬送経路において、前記記録用紙を反転させる反転経路を備え、前記記録用紙の両面に記
録を実行可能なものがある。　
【０００３】
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また、このような記録装置において、装置本体内部に設けられる媒体搬送手段等の駆動系
或いは前記駆動系の駆動源の動作によって発せられる音や、搬送される媒体が前記搬送経
路の案内面に擦れて発せられる音等が騒音となるため、音を吸収して低減させる吸音材が
搬送経路の近傍に設けられる場合がある（例えば特許文献１～特許文献３）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平１０－７２８８号公報
【特許文献２】特開２００９－８３９５７号公報
【特許文献３】特開２００９－４０５６５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ここで、特許文献１～特許文献３においては、前記搬送経路に沿って前記吸音材を設け
るとともに、前記搬送経路を構成する経路部品に孔を開けることにより、前記吸音材の吸
音効果を高める構成が開示されている。　
　しかし、特許文献１～特許文献３に示す従来の構成では、前記孔が開けられる前記経路
部品が、前記搬送経路に対して装置本体の外側に近い位置に配置されているため、前記孔
を通過した音が装置本体外に漏れる場合があり、前記孔を設けたことによる前記吸音材の
吸音効果の向上と、前記孔からの音漏れの増加が、トレードオフの関係になる場合があっ
た。
【０００６】
このような状況に鑑み、本発明の目的は、記録装置の内部で生じた音の装置本体の外への
漏れを抑制或いは低減することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するため、本発明の第１の態様に係る記録装置は、媒体に記録を行う記
録手段を備える装置本体と、外周面の少なくとも一部が、媒体搬送経路を形成する経路形
成面として構成された、前記装置本体に設けられたユニット体と、を備え、前記ユニット
体は、前記経路形成面の少なくとも一部領域に設けられ、前記ユニット体の内部空間に連
通する複数の貫通孔と、前記内部空間に配置される吸音材と、を備えていることを特徴と
する。
【０００８】
　本態様によれば、外周面の少なくとも一部が、媒体搬送経路を形成する経路形成面とし
て構成された、前記装置本体に設けられたユニット体が、前記経路形成面の少なくとも一
部領域に設けられ、前記ユニット体の内部空間に連通する複数の貫通孔と、前記内部空間
に配置される吸音材と、を備えているので、前記ユニット体の周囲で発生する音を当該ユ
ニット体の前記内部空間に設けられる前記吸音材により吸収し、前記装置本体の外側に音
が漏れにくい構成とすることができる。
【０００９】
　本発明の第２の態様に係る記録装置は、第１の態様において、前記吸音材は、前記内部
空間において前記貫通孔が形成された位置に対応して設けられている、ことを特徴とする
。
【００１０】
　本態様によれば、前記吸音材が、前記内部空間において前記貫通孔が形成された位置に
対応して設けられているので、効率的に前記吸音材による吸音効果が得られる。
【００１１】
　本発明の第３の態様に係る記録装置は、第２の態様において、前記貫通孔が、前記吸音
材によって前記ユニット体の内側から塞がれている、ことを特徴とする。
【００１２】
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　本態様によれば、前記貫通孔が、前記吸音材によって前記ユニット体の内側から塞がれ
ているので、一層効率的に前記吸音材による吸音効果が得られる。
【００１３】
　本発明の第４の態様に係る記録装置は、第１の態様から第３の態様のいずれか一つにお
いて、前記経路形成面は、媒体をセットするセット部から前記記録手段による記録領域に
向けて媒体を給送する給送経路を形成する第１経路形成面と、前記記録手段により記録の
行われた媒体を反転させる際に媒体を前記記録領域からスイッチバックさせて前記給送経
路に合流させる経路であるスイッチバック経路を形成する第２経路形成面と、を含み、前
記貫通孔は、少なくとも前記第１経路形成面に設けられている、ことを特徴とする。
【００１４】
　媒体が媒体搬送経路を搬送されると、前記媒体搬送経路に前記媒体が接触して擦れる音
（以下、擦れ音と言う）が生じる場合がある。前記媒体の擦れ音は、記録前の乾燥した媒
体が搬送される際に生じ易い。　
　本態様によれば、前記貫通孔は、前記経路形成面のうち、少なくとも、媒体をセットす
るセット部から前記記録手段による記録領域に向けて媒体を給送する給送経路を形成する
第１経路形成面に設けられているので、前記給送経路における前記媒体の擦れ音を抑える
ことができる。特に、記録前の前記媒体が搬送される際の擦れ音を効果的に抑制すること
ができる。
【００１５】
　本発明の第５の態様に係る記録装置は、第４の態様において、前記装置本体は、前記給
送経路において前記第１経路形成面が形成する経路領域に媒体を挿入可能な挿入部を備え
、前記貫通孔は、前記第１経路形成面において前記挿入部に近い位置に少なくとも設けら
れている、ことを特徴とする。
【００１６】
　前記装置本体において、前記挿入部からは、装置本体内部の音が漏れやすい。　
　本態様によれば、前記貫通孔は、前記第１経路形成面において前記挿入部に近い位置に
少なくとも設けられているので、前記挿入部からの音漏れを効果的に抑制することができ
る。
【００１７】
　本発明の第６の態様に係る記録装置は、第４の態様または第５の態様において、前記第
２経路形成面の裏側に、前記吸音材が配置されている、ことを特徴とする。
【００１８】
　本態様によれば、前記第２経路形成面の裏側に、前記吸音材が配置されているので、前
記媒体が前記給送経路を搬送される場合と前記スイッチバック経路を搬送される場合のい
ずれにおいても、前記媒体の擦れ音を抑制することができる。
【００１９】
　本発明の第７の態様に係る記録装置は、第６の態様において、前記貫通孔は、前記第１
経路形成面と、前記第２経路形成面と、の双方に設けられている、ことを特徴とする。
【００２０】
　本態様によれば、前記貫通孔は、前記第１経路形成面と、前記第２経路形成面と、の双
方に設けられているので、前記給送経路と前記スイッチバック経路の双方における前記媒
体の擦れ音を効果的に抑えることができる。
【００２１】
　本発明の第８の態様に係る記録装置は、第４の態様から第７の態様のいずれか一つにお
いて、前記媒体搬送経路に設けられた、媒体を搬送する搬送手段の少なくとも一つは、前
記装置本体側に設けられる本体側搬送ローラーと、前記ユニット体に設けられるユニット
側搬送ローラーと、を備えて構成され、前記ユニット体は、内部に前記ユニット側搬送ロ
ーラーの回転軸を受ける軸受部を有し、前記貫通孔は、前記経路形成面の裏側において前
記軸受部に対応する位置から外れた位置に設けられている、ことを特徴とする。
【００２２】
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　前記ユニット側搬送ローラーの前記回転軸が回転すると、前記軸受部では前記回転軸の
回転に伴う摺動音がする場合がある。　
　本態様によれば、前記ユニット体において、前記貫通孔は、前記経路形成面の裏側にお
いて前記軸受部に対応する位置から外れた位置に設けられている、すなわち、前記経路形
成面の前記軸受部の位置に対応する位置に前記貫通孔が設けられていないので、前記軸受
部における前記摺動音が前記ユニット体の外に漏れる虞を低減し、前記摺動音を前記ユニ
ット体の内部に設けられた吸音材により吸収することができる。
【００２３】
　本発明の第９の態様に係る記録装置は、第８の態様において、前記ユニット側搬送ロー
ラーは、前記給送経路と前記スイッチバック経路の双方に露呈する、ことを特徴とする。
【００２４】
　本態様によれば、前記給送経路と前記スイッチバック経路における搬送手段として、共
通のユニット側搬送ローラーを用いることができるので、部品点数を少なくすることがで
きる。
【００２５】
　本発明の第１０の態様に係る記録装置は、第４の態様から第９の態様のいずれか一つに
おいて、前記ユニット体は、前記装置本体に対して着脱可能であり、前記装置本体は、前
記ユニット体を収容する収容空間を開閉し、閉じた状態で前記給送経路の一部を形成する
とともに前記装置本体の外観を構成する開閉体と、前記開閉体において前記給送経路の一
部を形成する経路形成壁の裏側に設けられる開閉体用吸音材と、を備え、前記経路形成壁
は、開口を備えない連続面で形成されている、ことを特徴とする。
【００２６】
　本態様の記載において「開口」とは、前記開閉体用吸音材における吸音効果を高める目
的、すなわち、前記ユニット体に設けられる前記貫通孔と同じく消音目的で設けられるも
のであり、例えば、ネジ孔等の消音目的以外で設けられる開口は含まないものとする。　
　本態様によれば、前記開閉体用吸音材によって、装置本体内部において発生する音を吸
収し、装置本体の外に前記音が漏れることを一層抑制することができる。その際、前記経
路形成壁は、開口を備えない連続面で形成されているので、装置本体内部で発生した音が
外部に漏れる虞を低減できる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明に係るプリンターの一例を示す外観斜視図。
【図２】図１に示すプリンターの側断面図。
【図３】プリンターの用紙搬送経路を示す側断面図。
【図４】給送経路と反転経路について説明する概略図。
【図５】図１に示すプリンターを背面側から見た外観斜視図。
【図６】図５に示すプリンターにおいて背面カバーを開けた状態を示す図。
【図７】ユニット体の外観斜視図。
【図８】図７に示すユニット体を別角度から見た斜視図。
【図９】ユニット体上部材の斜視図。
【図１０】ユニット体下部材の斜視図。
【図１１】ユニット体の側断面図。
【図１２】図１に示すプリンターにおいて前面カバーを開けた状態を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　［実施例１］
　まず、本発明の一実施例に係る記録装置の概略について説明する。本実施例において、
記録装置の一例としてインクジェットプリンター１（以下、単にプリンター１と称する）
を例に挙げる。　
　図１は、本発明に係るプリンターの一例を示す外観斜視図である。図２は、図１に示す
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プリンターの側断面図である。図３は、プリンターの用紙搬送経路を示す側断面図である
。図４は、給送経路と反転経路について説明する概略図である。図５は、図１に示すプリ
ンターを背面側から見た外観斜視図である。図６は、図５に示すプリンターにおいて背面
カバーを開けた状態を示す図である。
【００２９】
　図７は、ユニット体の外観斜視図である。図８は、図７に示すユニット体を別角度から
見た斜視図である。図９は、ユニット体上部材の斜視図である。図１０は、ユニット体下
部材の斜視図である。図１１は、ユニット体の側断面図である。図１２は、図１に示すプ
リンターにおいて前面カバーを開けた状態を示す図である。
【００３０】
　尚、各図において示すＸ－Ｙ－Ｚ座標系は、Ｘ軸方向が記録装置の幅方向であって記録
ヘッドの移動方向、Ｙ軸方向が記録装置の奥行方向、Ｚ軸方向が装置高さ方向を示してい
る。尚、各図において＋Ｘ軸方向側を装置左側とし、－Ｘ軸方向側を装置右側とし、＋Ｙ
軸方向を装置前面側とし、－Ｙ軸方向側を装置背面側とし、＋Ｚ軸方向側を装置上方側と
し、－Ｚ軸方向側を装置下方側とする。また、プリンターにおいて用紙が搬送されていく
方向を「下流」といい、これと反対の方向を「上流」という。
【００３１】
　＜＜プリンターの全体構成について＞＞
　以下、主に図１を参照しつつ、プリンター１の全体構成について概説する。　
　本発明に係るプリンター１（図１）は、「媒体」としての用紙にインクを噴射して記録
を行う「記録手段」としての記録ヘッド７を備える装置本体２と、装置本体２の上部に設
けられるスキャナー部３と、を備え、即ち記録機能に加えてスキャナー機能を備える複合
機として構成されている。　
　また、装置本体２の外側には、記録ヘッド７に供給されるインクを収容するインク収容
体（不図示）を格納するインク収容体格納ケース４ａ、４ｂを備えている。
【００３２】
　記録ヘッド７は、装置本体２内において図１におけるＸ軸方向に移動可能に構成される
キャリッジ８に搭載され、記録ヘッド７と対向する記録領域Ｋ（図３）に送られる用紙に
対してインクを噴射することにより記録が行われるように構成されている。
【００３３】
　＜＜プリンターの用紙搬送経路について＞＞
　続いて、主として図３及び図４を参照しつつプリンター１における用紙の搬送経路Ｐ（
媒体搬送経路）について説明する。プリンター１は、用紙の表裏（おもて面と裏面）に記
録を行う両面印刷が可能に構成されており、搬送経路Ｐは、後述する給紙カセット６から
記録ヘッド７による記録領域Ｋに向けて用紙を給送する給送経路Ｑ（図３及び図４におい
て一点鎖線で示す）と、記録ヘッド７により記録の行われた用紙を反転させる際に用紙を
記録領域Ｋからスイッチバックさせて給送経路Ｑに合流経路であるスイッチバック経路Ｒ
（図３及び図４において点線で示す）を備えている。尚、図３において符号Ｇは複数の用
紙が重なった用紙束Ｇである。　
　以下において、まず給送経路Ｑについて説明した後に、スイッチバック経路Ｒについて
説明する。
【００３４】
■■■給送経路について■■■
　装置本体２の下部には、複数の用紙をセットする「セット部」としての給紙カセット６
（図１も参照）が設けられている。符号６ａは用紙を収容する収容部である。　
　図３を参照するに、給紙カセット６にセットされた複数の用紙（用紙束Ｇ）のうち、最
上位の用紙は給紙カセット６から、第１給送ローラー１２（ピックアップローラーとも言
う）によってピックアップされ、不図示の駆動源により回転駆動されて用紙を搬送する搬
送駆動ローラー１３と、搬送駆動ローラー１３に従動回転する分離ローラー１４とにより
ニップされて搬送経路下流側へ送り出される。　
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【００３５】
装置本体２の背面カバー１１（図５及び図６）は、装置本体２において、後述するユニッ
ト体２０（図２及び図７）を収容する収容空間（装置本体２の内部）を開閉する「開閉体
」であり、装置本体２に対して閉じた状態（図５も参照）で、図３に示す様に、用紙の給
送経路Ｑの一部を形成するとともに、図５に示す様に装置本体２の外観を構成する。また
、背面カバー１１は、図６に示す様に開くことができ、給送経路Ｑのメンテナンス（紙詰
まりの除去等）を行うことができるようになっている。　
【００３６】
背面カバー１１の装置前面側には、ユニット体２０（図２及び図７）が設けられており、
外周面の少なくとも一部が、搬送経路Ｐ（給送経路Ｑ及びスイッチバック経路Ｒの少なく
ともいずれか）を形成する「経路形成面」として構成されている。具体的には、図４にお
いて一点鎖線の両矢印Ａで示す範囲の外周面が、給送経路Ｑの下側案内面となる第１経路
形成面２６として構成されている。また、図４において点線の両矢印Ｂで示す範囲の外周
面が、スイッチバック経路Ｒの上側案内面となる第２経路形成面２７として構成されてい
る。　
【００３７】
ユニット体２０は、装置本体２に対して着脱可能になっている。　　ユニット体２０（図
３及び図４）は、搬送経路Ｐに設けられる用紙を搬送する搬送手段を構成する「ユニット
側搬送ローラー」としての搬送駆動ローラー２１ａ及び搬送駆動ローラー２１ｂを備えて
いる。　　装置本体２側には、第１経路形成面２６（図４）と対向する位置に、「本体側
搬送ローラー」としての、搬送従動ローラー１８ａ、１８ｂ、１８ｃ、１８ｄが設けられ
ている（図４の他、図３も参照）。搬送従動ローラー１８ａ及び搬送従動ローラー１８ｂ
は、搬送駆動ローラー２１ａの回転に従動回転するとともに、搬送駆動ローラー２１ａと
の間で用紙をニップして搬送する。また、搬送従動ローラー１８ｃ及び搬送従動ローラー
１８ｄは、搬送駆動ローラー２１ｂの回転に従動回転するとともに、搬送駆動ローラー２
１ｂとの間で用紙をニップして搬送する。　　尚、本実施例では、給送経路Ｑにおいて、
一つの搬送駆動ローラー２１ａに対して二つの搬送従動ローラー１８ａ、１８ｂが設けら
れているが、搬送従動ローラーは一つでもよく、また、二つよりも多くてもよい。搬送駆
動ローラー２１ｂに対しても同様である。　
【００３８】
ユニット体２０において、搬送駆動ローラー２１ａ及び搬送駆動ローラー２１ｂは、図４
に示す様にユニット体２０の内部にそれぞれの回転軸４１ａ、回転軸４１ｂを備え、搬送
駆動ローラー２１ａ及び搬送駆動ローラー２１ｂの、それぞれのローラー面の一部が第１
経路形成面２６に露呈している。　
【００３９】
本実施例においてユニット体２０の搬送駆動ローラー２１ａ及び搬送駆動ローラー２１ｂ
は、図示しない共通の駆動源によりユニット体２０に設けられた動力伝達機構５０（図８
参照）を介して、それぞれ図４における時計周り方向に回転駆動させられる。尚、ユニッ
ト体２０及び動力伝達機構５０については、後ほど詳説する。　
【００４０】
給送経路Ｑは、ユニット体２０の搬送駆動ローラー２１ａのローラー面に沿って湾曲して
形成されており、給紙カセット６から一旦装置背面側（－Ｙ方向）に送られた用紙は、搬
送駆動ローラー２１ａによって装置前面側（＋Ｙ方向）に送られるようになっている。
【００４１】
　続いて、記録ヘッド７の上流側（装置背面側、－Ｙ方向）には、搬送ローラー対１５が
設けられており、搬送ローラー対１５によって用紙が記録ヘッド７の下へと送られる。　
　装置前面側に送られる用紙は、記録ヘッド７と対向して設けられる支持部材１６に支持
されつつ記録ヘッド７の下方を通り、記録ヘッド７から噴射されるインクにより用紙に記
録が行われる。　
　記録ヘッド７の下流側（装置前面側、＋Ｙ方向）には排出手段としての排出ローラー対
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１７ａ及び排出ローラー対１７ｂが設けられており、記録後の用紙は、排出ローラー対１
７ａ及び排出ローラー対１７ｂによって装置前面側に設けられる排出トレイ５に排出され
る。
【００４２】
■■■スイッチバック経路について■■■
　次に、図４を参照してスイッチバック経路Ｒについて説明する。プリンター１において
用紙の両面に記録を行う場合には、記録ヘッド７によって用紙の第１面（おもて面）に記
録が行われた後、用紙は搬送ローラー対１５と排出ローラー対１７ａ及び排出ローラー対
１７ｂの逆送り動作により前記第１面に記録が実行された際に用紙後端となっていた側が
先端となって、ユニット体２０の下方に位置するスイッチバック経路Ｒへと送られる。ス
イッチバック経路Ｒは、搬送駆動ローラー２１ａ及び搬送駆動ローラー２１ｂの下方（－
Ｚ軸方向）に位置している。　
【００４３】
スイッチバック経路Ｒ（図４を参照）において、ユニット体２０の外周面のうち、下側の
外周面（図４において点線の両矢印Ｂで示す範囲の外周面）が、スイッチバック経路Ｒの
上側案内面としての第２経路形成面２７を構成している。スイッチバック経路Ｒは、第１
の合流部Ｍにおいて用紙の給送経路Ｑに合流するように設けられている。　
【００４４】
そして、記録領域Ｋ側からスイッチバック経路Ｒを通って逆送された用紙は、第１の合流
部Ｍから給送経路Ｑに入り、再び記録ヘッド７による記録領域Ｋに送られ、第２面（裏面
）への記録が実行される。そして記録実行後、用紙は排出ローラー対１７ａ及び排出ロー
ラー対１７ｂにニップされて排出トレイ５へ排出される。
【００４５】
　ここで、ユニット体２０において、搬送駆動ローラー２１ｂは、「本体側搬送ローラー
」としての搬送従動ローラー１８ｅとの間で用紙をニップするように構成されている。搬
送従動ローラー１８ｅは、装置本体２において第２経路形成面２７と対向する位置に設け
られている（図４）。　
　搬送駆動ローラー２１ａ及び搬送駆動ローラー２１ｂは、スイッチバック経路Ｒの一部
を構成する第２経路形成面２７に露呈し、スイッチバック経路Ｒにおいて用紙を送る役割
も担う。
【００４６】
　搬送駆動ローラー２１ａ及び搬送駆動ローラー２１ｂが、第１経路形成面２６及び第２
経路形成面２７の双方に対して露呈して、給送経路Ｑとスイッチバック経路Ｒの双方にお
ける紙送りに寄与するので、部品点数を減らし、ユニット体２０の小型化、延いてはプリ
ンター１の小型化を実現できる。　
　尚、本実施例においては、スイッチバック経路Ｒにおいて、搬送駆動ローラー２１ｂに
対して一つの搬送従動ローラー１８ｅが設けられているが、二つ以上の搬送従動ローラー
を設けることもできる。また、搬送駆動ローラー２１ａに対しては、第２経路形成面２７
に対向する装置本体２の位置に「本体側搬送ローラー」としての搬送従動ローラーは設け
られていないが、これを設けることも可能である。
【００４７】
■■■手差しトレイからの用紙の給送について■■■
　プリンター１は、手差しトレイ３１（図３）を利用した給紙が行える様になっている。
図２に示す装置本体２の後方上部において符号３２は、用紙セット口３０を開閉可能な手
差しカバー３２（図５も参照）であり、この手差しカバー３２を開くことにより、手差し
トレイ３１に用紙をセットすることができる。
【００４８】
　用紙セット口３０から手差しトレイ３１にセットされた用紙は、最上位の用紙が、図３
及び図４において二点鎖線Ｓで示すように、第２給送ローラー１９によってピックアップ
されて下流側に送られて、図３及び図４に示す第２の合流部Ｎから給送経路Ｑに合流し、
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記録ヘッド７による記録領域Ｋへと送られる。
【００４９】
　＜＜ユニット体について＞＞
　次に、前述したユニット体２０の構成について、図３乃至図１１を参照して詳しく説明
する。　
　ユニット体２０は、図１１に示す様に内部空間２８を有し、第１経路形成面２６の少な
くとも一部領域に、内部空間２８に連通する複数の貫通孔２９（図７も参照）を備えてい
る。そして、ユニット体２０は、内部空間２８（図１１を参照）に配置される吸音材４０
（後述する第１の吸音材４０ａ及び第２の吸音材４０ｂ）が設けられている。
【００５０】
　ユニット体２０は、図９に示すユニット体上部材４２と、図１０に示すユニット体下部
材４３と、によって構成されている。　
　ユニット体下部材４３は、軸受部４６及び軸受部４７（図１０）を備え、図１０に示す
様に軸受部４６には、搬送駆動ローラー２１ａの回転軸４１ａが回転自在に取り付けられ
、軸受部４７には、搬送駆動ローラー２１ｂの回転軸４１ｂが回転自在に取り付けられる
。
【００５１】
　また、複数の貫通孔２９は、図７及び図１１に示す様に、ユニット体上部材４２に設け
られている。そして、第１の吸音材４０ａは、図９に示す様にユニット体上部材４２に設
けられており、ユニット体２０における第１経路形成面２６（図１１）の位置に対応する
内壁４４（図１１）側に設けられている。また、第２の吸音材４０ｂは、図１０に示す様
にユニット体下部材４３に設けられており、ユニット体２０において第２経路形成面２７
（図１１）の裏面である内壁４５（図１１）側に設けられている。　
　ユニット体上部材４２において、複数の貫通孔２９は、第１の吸音材４０ａによってユ
ニット体２０の内側から塞がれている（図９、図１１）。
【００５２】
　ここでユニット体２０は、図４に示す様に、周囲を搬送経路Ｐ（給送経路Ｑとスイッチ
バック経路Ｒ）によって囲われている状態となっている。　
　搬送経路Ｐによって囲われるユニット体２０の内部空間２８に吸音材４０を備え、ユニ
ット体２０の外周面を形成するユニット体上部材４２に、内部空間２８と連通する複数の
貫通孔２９が設けられていることにより、ユニット体２０の周囲で発生する音を吸音材４
０により吸収することができる。以って、装置本体２の外側に音が漏れにくい構成とする
ことができる。
【００５３】
　特に、貫通孔２９が、図９及び図１１に示す様に、第１の吸音材４０ａによってユニッ
ト体２０の内側から塞がれていることにより、一層効率的に第１の吸音材４０ａによって
音を吸収することができる。
【００５４】
　第１の吸音材４０ａによって塞がれる貫通孔２９は、複数の貫通孔２９のうちの一部で
あってもよい。また、貫通孔２９が第１の吸音材４０ａによって塞がれていなくとも、貫
通孔２９が形成された位置に対応する位置に第１の吸音材４０ａが設けられていると良い
。例えば、貫通孔２９から距離をおいて、貫通孔２９からユニット体２０の内部を覗いた
ときに見える位置に第１の吸音材４０ａを設けることもできる。
【００５５】
　ユニット体２０に設けられる貫通孔２９は、本実施例のように、少なくとも第１経路形
成面２６に設けられていることが好ましい。　
　用紙が搬送経路Ｐとしての給送経路Ｑ或いはスイッチバック経路Ｒを搬送されると、各
経路に搬送される用紙が接触して擦れる「擦れ音」が生じる場合がある。このような擦れ
音は、記録前の乾燥した用紙が搬送される際に生じ易い。
【００５６】
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　したがって、記録前の乾燥した用紙が搬送される可能性の高い給送経路Ｑを形成する第
１経路形成面２６に貫通孔２９が設けられていることにより、給送経路Ｑにおいて発生し
易い擦れ音を効果的に抑制することができる。
【００５７】
　また、ユニット体２０は、給送経路Ｑを形成する第１経路形成面２６の裏面、すなわち
内壁４４側に設けられる第１の吸音材４０ａと、スイッチバック経路Ｒを形成する第２経
路形成面２７の裏面、すなわち内壁４５側に設けられる第２の吸音材４０ｂと、を備えて
いるので、用紙が給送経路Ｑを搬送される場合とスイッチバック経路Ｒを搬送される場合
のいずれにおいても、用紙の擦れ音を抑制することができる。　
　尚、本実施例において第２の吸音材４０ｂは、Ｘ軸方向において、搬送駆動ローラー２
１ａの回転軸４１ａと、搬送駆動ローラー２１ｂの回転軸４１ｂに沿って延設されており
（図１０）、Ｚ軸方向において、第２経路形成面２７の位置に対応する内壁４５側から回
転軸４１ａと回転軸４１ｂの側方の位置まで立設されている。　
　第２の吸音材４０ｂをこのように配置することにより、回転軸４１ａと回転軸４１ｂの
回転に伴って発生する音を、第２の吸音材４０ｂにより吸音することができる。
【００５８】
　また、本実施例のユニット体２０において、第１経路形成面２６側に設けられる貫通孔
２９は、主として－Ｙ軸方向側に設けられている（図７及び図１１）。　
　ここで、プリンター１の装置本体２は、ユニット体２０の背面側（－Ｙ軸方向側）の上
方に、給送経路Ｑにおいて第１経路形成面２６が形成する経路領域に媒体を挿入可能な「
挿入部」としての用紙セット口３０（図２及び図３）を備えている。装置本体２において
、装置外部と連なる開口である用紙セット口３０からは、装置本体２内部から音が漏れや
すい。
【００５９】
　本実施例のように、ユニット体２０において、貫通孔２９が、第１経路形成面２６にお
いて用紙セット口３０に近い位置に少なくとも設けられていることにより、手差しトレイ
３１からの給紙時における用紙セット口３０からの音漏れを効果的に抑制することができ
る。
【００６０】
　尚、本実施例のユニット体２０において、貫通孔２９は、第１経路形成面２６側にのみ
設けられているが、第２経路形成面２７にも貫通孔２９を設けることも勿論可能である。
スイッチバック経路Ｒを形成する第２経路形成面２７に貫通孔２９が設けられていること
により、スイッチバック経路Ｒを送られる用紙の擦れ音を抑えることができる。
【００６１】
　また、搬送駆動ローラー２１ａの回転軸４１ａを受ける軸受部４６と、搬送駆動ローラ
ー２１ｂの回転軸４１ｂを受ける軸受部４７は、前述のようにユニット体下部材４３に設
けられており、軸受部４６と軸受部４７は、ユニット体２０の内部に位置している。　
　そして、ユニット体２０において、貫通孔２９は、軸受部４６と軸受部４７の位置に対
応する第１経路形成面２６及び第２経路形成面２７の位置から外れた位置に設けられてい
る。本実施例では、第１経路形成面２６にのみ貫通孔２９が設けられているが、図７のよ
うに、第１経路形成面２６において、軸受部４６と軸受部４７の位置に対応する位置には
、貫通孔２９が設けられていない。
【００６２】
　軸受部４６及び軸受部４７では、対応する回転軸４１ａ及び回転軸４１ｂの回転に伴う
摺動音がする場合がある。　
　第１経路形成面２６において、軸受部４６と軸受部４７の位置に対応する位置に、貫通
孔２９が設けられていないことにより、軸受部４６と軸受部４７における前記摺動音がユ
ニット体２０の外に漏れる虞を低減し、当該摺動音を前記ユニット体２０の内部に設けら
れた吸音材４０により吸収することができる。
【００６３】
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　また、図８に示すユニット体２０（より具体的には後述するユニット体下部材４３）の
装置背面側（－Ｙ軸方向側）には、第２経路形成面２７の一部と対向して、給送経路Ｑと
の合流部である第１の合流部Ｍ（図４）へ連なる経路を形成する経路部材４８（図１１も
参照）が設けられている。
【００６４】
　＜＜ユニット体における他の機構＞＞
　装置本体２内に設けられる不図示の駆動源からの動力を、搬送駆動ローラー２１ａ及び
搬送駆動ローラー２１ｂに伝達するための動力伝達機構５０について説明する。　　動力
伝達機構５０は、図８に示す様にユニット体２０の＋Ｘ軸方向の側部に設けられており、
複数の歯車（ギア）を備えている。動力伝達機構５０は、駆動ギア５１と、中間ギア５２
と、駆動ギア５３とを備えている。　
【００６５】
駆動ギア５１は、回転軸４１ａを介して搬送駆動ローラー２１ａと接続され、駆動ギア５
３は回転軸４１ｂを介して搬送駆動ローラー２１ｂと接続されている。駆動ギア５１と駆
動ギア５３の間には、中間ギア５２が設けられており、一方の駆動ギア（例えば、駆動ギ
ア５３が回転すると、その回転に連動して他方の駆動ギア（駆動ギア５１）が回転する様
になっている。　　本実施例では、駆動ギア５３に図示しない駆動源から駆動力が供給さ
れ、駆動ギア５３が図８における時計周り方向に回転させられる。次に駆動ギア５３と噛
合する中間ギア５２が、図８における反時計回り方向に回転させられ、中間ギア５２と噛
合する駆動ギア５１Ａは、図８における時計周り方向に回転させられる。したがって駆動
ギア５１及び駆動ギア５３は共に図８における時計周り方向に回転させられる。
【００６６】
　＜＜プリンターに設けられる他の吸音材について＞＞
　プリンター１の装置本体２を構成する筐体は、媒体搬送方向（Ｙ軸方向）と交差するＺ
軸方向に立設されて装置本体２の外観を構成する装置前面部３４（図１、図２）、装置背
面部３５（図２）、左側面部３６（図１）、及び右側面部３７（図１）を備えて構成され
ている。
【００６７】
　そして、装置背面部３５の少なくとも一部に沿って、開閉体用吸音材５５（図２）が設
けられている。本実施例では、装置背面部３５の一部としての背面カバー１１の、給送経
路Ｑの一部を形成する経路形成壁５６の裏側（－Ｙ軸方向側）に開閉体用吸音材５５が設
けられている。具体的には、中空に形成された背面カバー１１の内部に、開閉体用吸音材
５５が設けられている。　
　ここで、経路形成壁５６は、開口を備えない連続面で形成されている。言い換えると、
経路形成壁５６にはユニット体２０における貫通孔２９のような開口が設けられておらず
、経路形成壁５６よりも内側からは開閉体用吸音材５５が見えない状態になっている。
【００６８】
　経路形成壁５６に開口があると開閉体用吸音材５５による吸音効果は得易くなるが、開
閉体用吸音材５５は、装置本体２において外部に近い位置に設けられているので、装置本
体２内部からの音が前記貫通孔から外部に漏れ易くなる。　
　本実施例においては、経路形成壁５６が開口を備えない連続面で形成されていることに
より、装置本体２の外部に音が漏れることを抑制しつつ、装置本体２内部において発生す
る音を開閉体用吸音材５５によって吸収することができる。　
　尚、経路形成壁５６に設けられていないとされる「開口」は、開閉体用吸音材５５の吸
音効果を高める目的の孔を言い、この目的以外で設けられる開口（例えばネジ孔等）は設
けることができる。
【００６９】
　また、装置本体２の前面側（＋Ｙ軸方向側）には、装置前面部３４の一部を構成する前
面カバー１０（図１、図１２）が設けられている。前面カバー１０は用紙を排出する排出
口９の上方に位置しており、図１２のように、下方側を回動軸として装置前面側に開くこ



(12) JP 6926451 B2 2021.8.25

10

20

30

とができる。前面カバー１０を開いて装置本体２内部のメンテナンス等を行うことができ
る。
【００７０】
　前面カバー１０に対しては、その内側に沿って前面側吸音材５７が設けられている。前
面カバー１０の中空に形成されており、前面側吸音材５７は前面カバー１０の内部に設け
られている。図１２に示す前面カバー１０の内側面である内壁部５８にも、吸音効果を高
める目的の開口は設けられていない。　
　装置前面側においては、装置本体２の内部と連なる排出口９から、装置本体２内部で発
生する音が漏れ聞こえ易い。排出口９の上方に前面側吸音材５７が設けられていることに
より、装置前面側に聞こえる騒音を効果的に抑制することができる。
【００７１】
　尚、上述した各吸音材は、例えばウレタンフォーム、スポンジ、不織布、グラスウール
、化繊或いは天然ウール、などの吸音性を有する材料で形成することができる。
【００７２】
　尚、本発明は上記実施形態に限定されることなく、特許請求の範囲に記載した発明の範
囲内で種々の変形が可能であり、それらも本発明の範囲内に含まれるものであることは言
うまでもない。
【符号の説明】
【００７３】
１…インクジェットプリンター（記録装置）、２…装置本体、
３…スキャナー部、４ａ、４ｂ…インク収容体格納ケース、
５…排出トレイ、６…給紙カセット（セット部）、７…記録ヘッド（記録手段）、
８…キャリッジ、９…排出口、１０…前面カバー、１１…背面カバー、
１２…第１給送ローラー、１３…搬送駆動ローラー、１４…分離ローラー、
１５…搬送ローラー対、１６…支持部材、１７ａ、１７ｂ…排出ローラー対、
１８ａ、１８ｂ、１８ｃ、１８ｄ、１８ｅ…搬送従動ローラー（本体側搬送ローラー）、
１９…第２給送ローラー、２０…ユニット体、
２１ａ、２１ｂ…搬送駆動ローラー（ユニット側搬送ローラー）、
２６…第１経路形成面、２７…第２経路形成面、２８…内部空間、２９…貫通孔、
３０…用紙セット口（挿入部）、３１…手差しトレイ、３２…手差しカバー、
３４…装置前面部、３５…装置背面部、３６…左側面部、３７…右側面部、
４０…吸音材、４０ａ…第１の吸音材、４０ｂ…第２の吸音材、
４１ａ、４１ｂ…回転軸、４２…ユニット体上部材、４３…ユニット体下部材、
４４…内壁、４５…内壁、４６…軸受部、４７…軸受部、４８…経路部材、
５０…動力伝達機構、５１…駆動ギア、５２…中間ギア、５３…駆動ギア、
５５…開閉体用吸音材、５６…経路形成壁、５７…前面側吸音材、５８…内壁部、
Ｇ…用紙束、Ｋ…記録領域、Ｍ…第１の合流部、Ｎ…第２の合流部、
Ｐ…搬送経路、Ｑ…給送経路、Ｒ…スイッチバック経路
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